
二
億
倒
。

ゼ
ン
ジ
ヨ
ウ
ホ
ウ
オ
ウ

イ
末
代
。

ゼ
ン
ジ
ヨ
ウ
マ
ツ

様
定
松

訟
。

セ
ン
ジ
ヨ
パ
シ
千
女
橋
金
祁
栂
然
記
に
、
『千

女
領
、
仲
間
木
町
下
』
と
あ
る
。
橋
の
位
置
は
祥
か
で

な
い
。セ

ン
ジ
ン
ガ
主
キ
千
偲

ヶ

灘

白
山
庖
裕
ロ
管

路
に
添
ふ
悶
石
川
の
上
流
に
在
っ
て
、
地
問
に
百
四

丈
の
淵
と
促
す
も
の
で
あ
る
。
白
山
史
に
、
『千
似

獄
。
土
人
日
。
石
昨
春
同
二
十
依
丈
。
澗
下
mM
有
=
大
風

雨
4

不
ν
可
ν

草
。
四
五
町
外
望
二
之
不
ν
見
=
水
口
。
但

誕
水
直
下
之
朕
O

恰
若
v
決
=
政
水
。
六
七
分
以
下
倣

耐
帽
M
v
問
時
v
風
。
草
木
披
腿
。
怒
刷
出
民
的
M
S
於
谷
中
。
』

と
秘
せ
、
古
〈
白
山
把
に
『
有
=
湖
水
田凱
=
官
州
都
4

人

無
ν
迎
。
不
v

計
-
-
共
長
幾
許
砥
似
↓
』
と
記
し
た
千
似

測
も
お
制
も
同
じ
こ
と
で
あ
り
、
白
山
遊
覧
側
担
に

は
千
丈
扱
布
と
す
る
。
叉
白
山
千
鍛
谷
か
ら
裂
す
る

湯
谷
川
の
上
流
に
も
別
に
千
組
瀧
一
名
千
丈
翻
叉
は

千
手

J
mと
併
す
る
も
の
が
あ
る
。

セ
ン
シ
ン
ジ

事
信
寺
河
北
抑
制
大
附
に
在
っ
て
、

国
民
宗
磁
波
に
臨
す
る
。
も
と
事
信
切
と
精
し
た
が
、

明
治
二
十
百
年
今
の
寺
鋭
に
ぽ
め
た
。

セ
ン
ス
イ
ガ
ハ
ナ
千
翠
ヶ
鼻
自
山
の
飴
添
口

E
R
路
な
る
笑
女
岩
坂
の
東
南
か
ら
、
斜
に
山
阪
を
捗

る
腕
で
、
上
は
山
に
傍
り
、
下
は
悶
石
川
に
臨
む
。

途
mm
か
に
一
人
を
迎
じ
、
子
に
路
訟
を
執
っ
て
梯
に

上
る
如
き
も
の
が
あ
る
。
今
は
施
の
背
越
と
い
ふ
。

ゼ
ン
セ
イ
イ
ン

器開
摘
院

瑞

翁

山
と
践
し
た
0

・
文
和
三
年
河
北
郡
m
m
m
寺
来
降
が
同
寺
境
内
に
建
立

し
た
の
で
あ
っ
た
が
、
前
回
利
家
の
時
金
探
小
立
野

に
地
を
賜
は
っ
て
之
に
移
り
、
次
い
で
利
長
の
時
河

融
頂
法
白鼠

J
マ
ツ
ダ

』
フ
ヂ
マ
ツ

セ
ン

際

原
町
に
、
利
市
町
時
に
野
間
寺
町
に
判
じ
た
。
初
め

は
臨
桝
宗
で
あ
っ
た
が
、似
俄
寺
の
一
昨
日割へ
た
際
、

臨
梼
宗
法
慨
振
に
な
っ
た
。
こ
の
寺
今
は
存
せ
ぬ
。

セ
ン
ゾ
ウ
イ
ン
千
蔵
院

加
創
出
附
の
寺
方
艇
に
、

邸
島
郡
踏
の
提
言
宗
千
縦
院
が
あ
る
が
今
存
せ
ぬ
。

こ
の
寺
に
品
山
氏
照
代
の
位
脚
が
あ
っ
た
。
印
ち
長

爵
寺
段
春
岩
徳
元
大
田
制
定
門
ハ
装
闘
)
・
勝
部
寺
院
提

訴
道
柿
大
制
定
門
〈
前
川
出
)
・
総
興
寺
山
町
川刀法
徳
民
大

都
定

門
(
滋
忠
〉

・
大
統
寺
殿
大
法
佑
孫
大
郡
定
門

(
部
勤
続
)
・興
徳
寺
殿
久
的
徳
昌
大
制
定
門
(
義
元
)
・興

臨
院
殿
mm
翁
飽
胤
大
自
士〈
義
総
)
の
外
に
侭
問
寺
山
間

直
郡
遣
問
大
翻
定
門
と
宗
削
寺
段
通
仙
徳
間
出
大
限
士

と
で
あ
る
が
、
後
の
ご
恕
は
誰
に
話
る
か
明
ら
か
で

な
い
。セ

ン
ソ
ウ
シ
ツ
千
宗
室

宗

且

の
三
子
。
茶
訟

を
千
宗
佐
に
思
び
、仙
盟
と
蹴
し
て
今
日
開
問
に
住

L
、

裂
千
家
の
一
涯
を
ホ
て
た
。
寛
文
六
年
前
川
綱
紀
之

を
沼
い
て
百
況
十
石
そ
典
へ
、
茶
泊
茶
H
H

問
中
行
た
ら

し
め
た
が
、
元
政
十
年
正
月

H
三
日
七
十
六
歳
宇
一以

て
京
に
渡
し
、
大
徳
寺
中
間
提
光
院
に
群
ら
れ
た
。
位

牌
は
金
将
月
心
寺
に
も
あ
ろ
。

セ
ン
ゾ
h
y
ジ

ヨ

ウ

千
足
披
江
川
山
制
作
見
に
在

っ
た
。
北
限
七
凶
志
天
文
叶
一
年
七
月
初
計
宗
拘
加

賀
H
M
入
の
僚
に
、
敵
は
悶
郷
・祁
筑
・千
足
三
つ
の
城

を
締
へ
た
と
あ
る
。
江
泊
志
稲
に
、
今
作
見
村
領
に

千
足
谷
と
い
ふ
が
あ
り
、
土
俗
セ
Y

プ
ガ
谷
と
も
大

谷
と
も
い
ふ
が
、
郭
阿
川
明
ら
か
で
な
い
。
こ
の
領
の

地
名
に
物
見
山
・陣
取
山
と
い
ふ
も
あ
る
と
犯
し
て

居
る
。セ

ン
ゾ
h
y
ダ

キ

千

東
灘
江
泊
郷
小
大
日
山
か

ら
殺
す
る
mm
読
は
、
女
郎

4
幽
・千
束
湘
を
な
し
、
千

束
翻
川
と
い
は
れ
る
。
江
沼
志
硝
に
、
古
へ
薪
千
栄

を
前
切
っ
て
流
し
た
に
、
湖
町
肝
の
中
に
入
っ
て
見
る
を

得
な
か
っ
た
に
よ
っ
て
名
づ
け
る
と
あ
る
が
、
附品目

で
あ
ら
う
。
千
烈
前
川
は
大
摂
寺
川
の
支
統
で
あ
る
。

セ
ン
ゾ
ユ
イ
シ
ヨ
チ
ョ
ウ
先
祖
由
緒

帳

滞

士

句
、

が
先
組
以
来
の
Mm代
及
び
鋭
族
・
刷
削
飯
を
杷
縦
し
て
、

総
侠
及
び
以
前
聞
に
地
慈
し
た
も
の
で
あ
る
。
放
に

或
は
先
制
問
絡
部
一
類
般
と
も
い
ひ
、
元
旅
三
年
の

型
附
に
は
親
額
帳
と
あ
ろ
。
正
保
四
年
三
且
之
を
徴

し
た
の
が
初
め
で
、
誠
治
二
年
に
は
従
弟
以
上
を
恒

松
す
る
例
と
な
り
、
冗
文
二
年
以
後
は
腿
之
や
-
取
ホ

て
た
も
の
で
あ
る
。

セ
ン
ダ
千
田

河
伯
郡
絞
月
庄
に
臨
す
る
畑
出
古
川
。

セ
ン
ダ
千
田

羽
咋
郡
日
也
知
院
内
周
回
目
保
に
圏

す
る
部
滞
。
大
永
六
年
十
月
一
{
呂
枇
務
職
年
九
貝
納
帳

に

『千
川
況
対
刷
三
段
六
』
な
ど
L
見
え
る
も
の
は

是
で
あ
る
。

セ
ン
ダ
イ
千
代

能
楽
部
徳
橋
郷
に
幽
す
る
部

孫
。
村
の
巾
央
に
城
制
が
あ
り
、
附
近
に
城
の
旧
制
・

瓜
お
血
同
年
の
名
が
あ
ろ
。

セ
ン
ダ
イ
千
代

以
草
山
消
阿
岸
郷
に
幽
す
る
部

古
田
。
郷
村
名
義
抄
に
、
佐
古
此
の
所
に
千
林
寺
が
あ

っ
た
か
ら

ω名
に
な
っ
た
と
あ
る
。
永
純
三
年
二
且

鈴
川
寺
朱
従
の
抗
政
に
、
阿
保
千
間
帯
と
見
え
る
か

ら
、
彼
の
口
仰
は
郡
江
で
あ
ら
う
。

セ
ン
ダ
イ
ジ
ヨ
ウ
千
代
按
抽
出
剛
山
側
千
代
に
在

っ
た
。
結
殺
到
三
州
芯
故
拙
考
に
、
こ
の
村
の
夜
、

小
野
村
と
の
聞
な
る
捌
で
あ
る
と
い
ふ
。

徳

m志
酪

之
に
民
た
。
天
正
八
年
柴
山
勝
家
そ
の
附
舜
郷
五
左

衛
門
そ
む
き
、
十
一
年
前
例
利
家
亦
こ
h

に
兵
を
明

ら
し
め
、
殴
四
阿
武
年
の
役
に
七
月
略
目
前
倒
利
長
之

を
智
と
し
て
、
寺
商
若
狭

・
不
破
丹
披
を
む
き
、
以

て
小
松
械
に
糾
問
す
る
四
四
と
し
た
と
開
札
す
る
。

セ
ン
生
イ
ヒ
カ
ン
事
劃
秘
鑑
一
加
。
御
城
御

幽
給
聞
は
分
野
JL
眠
、
御
役
人
の
車
、
同
麗
之
事
等
に

分
か
つ
。
文
化
丙
戸
山
容
正
月
伊
伯
陽
話
。
爺

L
加
茂

滞
士
の
子
校
で
あ
る
。

セ
ン
ダ
ゴ
ウ
千
田
郷
河
北
部
に
在
っ
た

o
m

邸
四
年
八
月
七
日
笛
祐
締
部
照
親
禿
判
訟
に
、
『
磁
土

寺
領
分
加
賀
例
代
且
庄
内
一
冨
々
、
千
問
郷
内
供
料
凶

一一問。
』
と
あ
り
、
後
世
千
回
村
が
あ
る
。

セ
ン
ダ
ジ
ダ
ユ
ウ
千
田
次
太
夫

大
嬰
寺
務
士
。

寛
文
十
二
年
凶
且
厳
二
百
五
十
石
を
以
て
前
山
利
明

に
仕
へ
た
。
次
太
夫
は
も
と
加
到
掛
川
の
士
で
、
夙
に

山
鹿
市
単
行
の
弟
勘
右
衛
門
か
・
包
ι、
取
を
受
け
た
。
箆

永
末
年
越
前
部
坂
に
住
L
、
吟
除
を
以
て
一
中
一
を
仲
間

っ
た
千
聞
峨
硲
は
、
大
地
寺
務
の
仕
を
僻
し
た
衣
太

夫
の
後
身
で
あ
ら

4
と
い
は
れ
る
。

セ
ン
ダ
シ
ョ
ウ
Z

モ
ン
千
田
庄
右
衛

門

前

田

利
長
に
日

へ
て
二
百
五
十
石
を
受
け
た
。
子
孫
柑
繍

い
で
絡
に
仕
へ
る
。

セ
ン
ダ
テ
ン
ノ
ウ
シ
ヤ
千
回
天
王
枇

河
北
山

千
聞
に
在
っ
た
。
式
内
等
部
批
犯
に
、『
千

m一
大
正
副

社
。
鞍
月
庄
千
肌
村
銀
座
。
柄
=
午
蹴
天
王
宮
寸
蕊
副

也。
』
と
見
え
、
貨
同
闘
の
調
整
に
は
天
王
宮
と
し
、
今

は
八
坂
利
祉
と
秘
す
る
。

セ
ン
ダ
マ
サ
ユ
キ
千
田
政
之

泊
籾
駒
之
助

・

梅
干
之
助
・邑
太
夫
。
父
は
禄
太
夫
政
徳
。
安
北
九
年

新
番
と
な
り
、
前
間
帯
肌
敬
の
御
近
訪
問
申
h
r
抗
日
、
天
明

五
年
新
知
国
石
を
受
け
て
組
外
に
出
み
、
七
年
文
武

十
石
を
加
へ
た
。

ゼ
ン
ダ
ユ
ウ
ノ
Z
ヤ

菩
太
失
宮

能
築
市
寺
引

に
在
っ
て
、
後
に
白
山
宮
と
改
め
た
。
信
太
夫
は
そ

の
崇
放
者
の
名
で
あ
っ
た
。

セ
ン
ダ
ン
ヤ
シ
キ
栴
担
屋
頭
金
部
材
木
町
に

石
見
患
と
い
ふ
毅
舵
応
が
あ
り
、
此
の
後
方
は
滞
士

和
田
左
兵
術
の
屋
敷
の
尻
地
で
、
昔
よ
り
栴
倒
産
政

と
呼
ん
だ
。
古
へ
此
の
屋
敷
に
栴
剖
引
の
大
樹
が
あ
っ

四
七
三


